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資料２代替消毒方法の有効性評価について

• 新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、アルコール消毒液の需給
バランスが崩れている。

• そこで、一定の効果が期待できる代替的な消毒方法について、
新型コロナウイルスに対する有効性を評価し、その結果を踏まえ
た広報を行う。

• これにより、国民の消毒における選択肢を増やすとともに、医療機
関等に優先的に供給されるべきアルコール消毒液の需要の適切
な抑制を図る。
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資料２有効性評価の実施体制について

• 代替消毒方法の有効性評価は、経済産業省の要請を受け、
(独)製品評価技術基盤機構（ＮＩＴＥ）が実施する。

• 有効性評価の対象とすべき代替消毒方法や、具体的な検証試験
のプロトコルについて検討し、評価結果の妥当性や代替方法の有効
性を判断するため、学識経験者等からなる検討委員会を設置する。
（「新型コロナウイルスに対する代替消毒方法の有効性評価に関する検討委員会」。委員
会の庶務は、ＮＩＴＥと経済産業省で処理する。）

• ＮＩＴＥ及び経済産業省は、有効性評価の進捗に応じて、その経
過や結果について国民に向けて速やかに発信する。
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資料２ご議論いただきたい内容
• 評価すべき代替消毒方法の候補
• 評価すべき代替消毒方法の優先順位

• 検証試験の対象物資
• 検証試験のプロトコル（試験計画）

• 有効性評価の途中経過を踏まえた進め方
• 有効性評価の結果の妥当性の確認
• 代替消毒方法の有効性の判断

• その他、代替消毒方法の検討に必要な事項
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４月 ５月 ・・・

検討委員会

文献調査

代替ウイルスを
用いた検証試験

新型コロナウイルスを
用いた検証試験

広報活動

当面のスケジュール案

４／１５
第１回

4月下旬
第２回

（注）上記は、4/15現在の状況を踏まえて想定している案

５月中旬（P) 
第３回

（Ｐ）
第○回（P）

試験条件
の決定

計画立案
試験実施

状況を踏まえて、結果や経過について国民に向けて速やかに発信
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